歴史地震研究会2011~2012年度第3回幹事会　議事録
　(2012年6月4日17：00～19：20，於地震予知総合研究振興会)
出席者：武村・松浦・金田・諸井・吉田・馬場・永井・中村・小松原

Ⅰ　編集委員会報告

1-1 機関リポジトリ対応

· 筑波大学（旧図情大）より，機関リポジトリによる論文公開に関する扱いについてアンケートの回答を求められている．歴史地震研究会としてどのように対応するか？
→無条件で公開を許すことは問題あり．一定の非公開期間を設けること，著者が高解像度の図面を公開すると原著作権所有者との間で問題となる恐れがある．
著者に学会のサイトにリンクを張ってもらい，そこからダウンロードするように要望する方針で臨む．次回幹事会で編集幹事が規定案を提出することに．
・　投稿規定を変更して総会で報告する．
· 絵図など他者が原著作権をもつものを高解像度の図で出すことは禁止．
· 査読前のものを公開することはしない．
· 権利表示・出典表示を条件につけるべきか？条件につける．
· 事前の照会・事後報告は不要とする

1-2 会誌印刷の発注承認

　前田印刷に見積もりをお願いしたところ，44万9千円との返答（ページ数は昨年程度，部数は昨年同様430部）
　今年は480部刷る．
　発注承認．
1-3 編集状況報告

　5編の論文(計40ｐ)と講演要旨などをまとめる見込み．
　学会誌全体として発表件数は増えているが論文寄稿は減っている傾向がある．
　査読謝礼として会員外査読者に5000円支払った．
1-4 山下会員の追悼記事

　研究会記事というジャンルで山下さんの追悼記事を掲載する．
北原前会長が適切な追悼記事を書いてくれた．中村操さんが山下さんの写真を編集幹事に送り，完成させる．
　大船渡大会での講演記録は，既に22号に山下さんの論文として掲載されているため再録しないで，引用する．
　
1-5 昨年度研究会の報告

行事委員の吉田・馬場両氏が昨年度研究会の報告を執筆．
武村会長が集合写真を持っている．林広報幹事が研究会の写真を持っている可能性大

　以上の写真と文をまとめて昨年度の研究会報告を完成させる．
1-6 講演要旨の作成

昨年度大会の講演要旨を総務幹事が編集幹事宛に送り，講演要旨を作成．原稿のみを提出して大会に参加しなかった人の原稿は採録しない．
1-7 研究会活動の報告について
特別な記事は必要なし．金田編集幹事が作成

1-8 「お知らせ」はHPを見ない人を主対象とする．HP記載記事を中心にまとめれば良い．
1-9 会誌発送に必要な資料など

送付先リストと振り込み表は諸井財政幹事が，無償送付先リストは松浦副会長が，編集幹事に送る．歴史系学会で送付するとメリットがある学会は，吉田行事委員から副会長に連絡する．以上を経て，7月上旬に印刷社に入稿予定．
Ⅱ　横浜大会準備について

2-1 公開講演会について

1階だけを開場する.
司会：北原前会長に依頼し了解を得る．

北原前会長の意見として：講演者にもう一人理科系の人が必要では？→神奈川県の津波に関する報告を松浦副会長が行う(4つめの講演)．
公開講演会の事前参加申し込み：7月に参加希望者に宣伝，往復はがきなどでの事前申し込みを募る．

公開講演会の宣伝は新聞社を通じて行う。
2-2　研究発表会について

歴史学研究会大会にて250部チラシを配った．
他の歴史系の学会に宣伝する．
2-3　共催・後援について
収支予算書は諸井さんと吉田さんで協議して作成する．
研究会所在地の件：現在は会則，HP上などで地震研となっているが，（公財）地震予知総合研究振興会として書類を作成する．
研究会所在地変更の件は今回の総会において承認を求める．
2-4　プログラム作成について

発表者が会員か否かの確認：財政幹事より馬場行事委員に会員名簿を送り，確認する．
発表件数の制限：口頭発表は2件を上限とし，それ以上についてはポスター発表に．
プログラム編成期限：6月9日の地震学会NLに掲載できるよう早急に編成する．

2-5 予講集印刷部数について

昨年度は130部印刷した．今年度は150部とする．　
昨年度の予講集電子ファイルを総務幹事より馬場行事委員に送る．
2-6 申し込み先の変更について

今まで使用してきた産総研のメーリングリストrekishi-12[at-mark]m.aist.go.jpは使えなくなる．
これからは地震予知総合研究振興会のサーバーを経由して行事委員会にメールを転送するyokohama[at-mark]erc.adep.or.jp に変更する．
Ⅲ　入退会申請

6名新入会申請，全員承認．
全会員数250名に達する．
Ⅳ　名誉会員制度等顕彰の検討
名誉会員制度の代わりに功労賞（功績賞）を作るのはどうか．そのためには選考委員会が必要．選考委員会は幹事会と独立に作る必要がある．また，新たに交通費などの経費がかかる．制度は総会で承認を受ける必要がある．活断層学会の事例を調べ（武村会長），次回幹事会で話し合う．
Ⅴ　mushaの規約変更

林広報幹事からのmushaの規約変更に関する以下の提案を承認した．

１）1-1.主催者を運営および座長に変更．

２）4.メールの配信，ただし，，，以下はあまり意味がないので削除．

３）6.メンバー登録　連絡先を「座長」に変更．

　なお座長の連絡先musha-contact@maecha.netを用意し，現在は林広報幹事に

　転送するようになっています．

４）6-1.登録更新　　管理が煩雑となっているので削除

５）7.メンバーリストの公開　削除

６）9.変更　規約の変更権限は歴史地震研究会・幹事会がもつことに変更．これまでは合議．

７）10.スポンサー　好意ではなく歴史地震研究会の正式運営となったので削除．

Ⅵ　次回日程

7月30日（月曜）　17時から　地震予知総合研究振興会会議室にて．　
